
８．奥入瀬渓流の交通状況８．奥入瀬渓流の交通状況

■ＧＷ期間総交通量は、今年のＧＷ期間総交通量は、約52,000台と過去5年間で最大
を記録しました。

■ピーク日の交通量（１日当たり）も過去5年間で最大を記録しました。

(台/日)
H21ピ ク日（５/４）

▼ＧＷ期間中の日交通量

■主要観光スポット（石ヶ戸、雲井の滝、銚子大滝等）において、終日100m～400m
の慢性的な渋滞が発生。最大700m。

■ＧＷ中の通過時間は40分～最大1時間程度
平日交通量
H17センサス
2,482台／日
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■ 渋 滞

■ 冬 期 路 面

冬期間の速度低下（奥入瀬渓流区間）

■ 事 故
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９．平成９．平成2020年年77月月2424日発生大規模落石日発生大規模落石

7/24～7/29
6日間通行止
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東奥日報（平成20年7月31日）東奥日報（平成20年7月31日）

陸奥新報
（平成20年7月25日）

東奥日報（平成20年8月1日） 12



１０．平成１０．平成1111年年33月月1010日発生日発生 地すべり（大規模土砂崩落）地すべり（大規模土砂崩落）

3/10～6/26
3ヶ月半通行止

奥入瀬渓流 ダム化による上流側道路冠水奥入瀬渓流のダム化による上流側道路冠水

H=80m

L=200m
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災害～復旧まで災害～復旧まで
冬期閉鎖路線図

月 日 内 容

３月 10日 奥入瀬渓流馬門岩上流付近で大規模地すべり発生。国道102３月 10日
AM0：40
（推定)

奥入瀬渓流馬門岩上流付近で大規模地す り発生。国道102
号が約200ｍにわたり、厚さ約20ｍの土砂・転石で埋没。奥入
瀬渓流も約116ｍ埋没し、上流の道路・遊歩道の一部が冠水。

国道国道102102号子ノ口～石ヶ戸間号子ノ口～石ヶ戸間L=8.5L=8.5㎞㎞を全面通行止め。を全面通行止め。

12日 奥入瀬バイパス、七曲区間除雪完了。奥入瀬バイパス、七曲区間除雪完了。

迂回路開放迂回路開放迂回路開放。迂回路開放。

24日 七曲区間大型車一方通行規制。七曲区間大型車一方通行規制。

31日 崩落土砂による上流部の道路・遊歩道の冠水を解消。

４月 初旬 具体的な復旧に向けて、ボーリング調査及び道路復旧の設計
等に着手等に着手。

28日 ゴールデンウィーク以降の遊歩道利用者の安全と交通混雑等
への対策として、石ヶ戸～惣辺間L=10.0㎞についても全面通
行止め。

遊歩道の一部（石ヶ戸から500ｍ、子ノ口～白絹の滝間2.7㎞）
を開放し、焼山～石ヶ戸間にシャトルバスを運行。を開放し、焼山 石ヶ戸間にシャトルバスを運行。

５月 12日 仮道路工事の着手開始。

６月 26日 仮設道路開通。

奥入瀬渓流通行止め解消。奥入瀬渓流通行止め解消。

７月

８月 災害復旧工事

９月

10月 28日 災害復旧工事が完成。本復旧完了。災害復旧工事が完成。本復旧完了。

交通開放。交通開放。 14



東奥日報（平成11年3月10日）

デーリー東北（平成11年3月13日）東奥日報（平成11年3月11日） 15



東奥日報（平成11年3月29日）

東奥日報（平成11年4月22日）

東奥日報（平成11年3月22日）
東奥日報（平成11年3月18日）16
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